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◎
平
成
29
年
度

一
般
会
計

(

歳
出)

・
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

▲
４
６
２
２
万
円

寄
附
件
数
減
少
に
よ
る
も
の

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

５
０
０
０
万
円

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の
一

部
を
積
立

・
優
良
肉
用
繁
殖
素
牛

導
入
事
業

▲
１
８
０
０
万
円

年
度
途
中
か
ら
の
事
業
の
為
、

利
用
者
が
少
な
か
っ
た
事
に

よ
る
減
額

・
診
療
所
特
別
会
計
繰
出
金

６
２
５
０
万
円

診
療
収
入
の
減
少
等

◎
平
成
30
年
度

一
般
会
計

(

歳
出)

・
複
合
施
設
整
備検

討
委
員
報
酬

16
万
５
千
円

当
初
10
名
か
ら
一
般
公
募
４

名
を
含
む
16
名
と
な
っ
た
こ

と
に
よ
る
増
額

・
業
務
委
託

１
１
２
６
万
円

複
合
施
設
用
地
の
地
盤
調
査

及
び
測
量

・
全
道
大
会
等
派
遣
助
成
金

１
０
０
万
円

柔
道
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
野

球
・
陸
上
の
各
少
年
団
及
び

個
人
の
全
道
・
全
国
大
会
出

場
の
た
め

・
え
り
も
町
税
条
例
の

改
正

地
方
税
制
の
改
正
に
よ
り
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

や
津
波
防
災
避
難
施
設
等
の
固

定
資
産
税
を
一
定
割
合
減
額
す

る
も
の
等
。

・
え
り
も
町
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
改
正

①
課
税
限
度
額
の
改
正

医
療
給
付
費
分54

万
円
→
58
万
円

②
税
制
の
改
正

資
産
割
の
割
合
を
１
／
２
と

す
る
。

③
軽
減
判
定
所
得
の
改
正

軽
減
判
定
所
得
を
左
記
の
よ

う
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ

り
、
中
低
所
得
層
の
負
担
を

軽
減
す
る
。

５
割
軽
減
世
帯

１
人
当
た
り
５
千
円
引
上
げ

２
割
軽
減
世
帯

１
人
当
た
り
１
万
円
引
上
げ

・
え
り
も
町
人
権
擁
護

委
員
の
推
薦

え
り
も
町
字
本
町

中
村

幸
子

(

56
歳)

前
委
員
の
退
任
に
伴
う
後
任

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ２６・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

< 2 >

補
正
予
算

人

事

条
例
改
正

表
紙
の
紹
介

６
月
23
・
24
日
、
２
日
間

に
わ
た
っ
て
、
全
道
フ
ッ
ト

パ
ス
の
集
い
が
当
町
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

全
道
各
地
か
ら
80
名
以
上

の
参
加
者
を
迎
え
、
今
年
２

月
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ

た
猿
留
山
道
を
メ
イ
ン
コ
ー

ス
と
し
て
、
新
緑
の
な
か
、

心
地
よ
い
汗
を
か
き
な
が
ら

15
㎞
を
６
時
間
ほ
ど
か
け
て

歩
き
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く

の
方
が
当
町
の
旅
館
や
ホ
テ

ル
に
分
宿
さ
れ
、
経
済
的
効

果
が
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

高
齢
化
が
進
み
、
健
康
志

向
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
体

験
型
の
観
光
が
叫
ば
れ
る
な

か
、
今
後
、
同
山
道
が
当
町

に
と
っ
て
、
時
代
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
大
き
な
観
光
資
源

の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
再
認

識
し
、
そ
の
活
用
を
考
え
て

ゆ
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

(

今
号
は
、
北
緯
42
度
の
会

員
で
も
あ
る
高
松
議
員
が
、

同
集
い
に
参
加
し
、
そ
の
体

験
談
を
11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。)



問

鈴
木

議
員

日
高
管
内
に
は
、

自
然
環
境
知
識
人
が

多
く
い
る
の
で
町
民

意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
「
講
演
会
」
を

開
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
。

答

産
業
振
興
課
長

環
境
省
北
海
道
地

方
環
境
事
務
所
は
本

年
２
月
に
帯
広
市
と

札
幌
市
で
過
去
２
年

間
の
調
査
報
告
会
を

開
催
し
て
お
り
、
本

年
度
は
利
活
用
状
況

を
中
心
に
調
査
を
行

い
、
国
立
公
園
化
に

向
け
た
３
年
間
の
基

礎
調
査
を
終
了
す
る

と
聞
い
て
い
る
。

町
と
し
て
も
、
日

高
管
内
各
町
・
十
勝

管
内
関
係
市
町
村
及

び
四
町
広
域
宣
伝
協

議
会
な
ど
の
関
係
機

関
と
連
携
し
、
国
立

公
園
化
に
向
け
た
準

備
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
、

当
然
、
地
域
住
民
の

意
識
高
揚
は
重
要
な

こ
と
と
認
識
し
て
い

る
。ま

た
、
環
境
省
は
、

３
年
間
の
基
礎
調
査

の
報
告
会
を
来
年
以

降
に
開
催
予
定
で
あ

る
と
聞
い
て
お
り
、

町
内
で
の
開
催
を
要

望
す
る
ほ
か
、
野
生

動
物
や
植
物
、
自
然

環
境
な
ど
に
つ
い
て
、

よ
り
認
識
を
深
め
る

た
め
の
「
精
通
し
た

知
識
人
」
に
よ
る
講

演
会
の
開
催
に
つ
い

て
も
、
今
後
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問

上
野

議
員

時
代
の
変
革
な
の

か
様
々
な
事
情
に
よ

り
出
生
率
の
低
下
、

さ
ら
に
地
域
を
離
れ
、

新
天
地
へ
と
可
能
性

に
向
か
っ
て
進
ま
れ

る
若
い
方
々
も
い
る
。

後
継
者
不
在
と
言
う

実
態
は
地
域
社
会
の

形
成
に
大
き
な
変
化

を
も
た
ら
し
て
い
る
。

空
き
家
に
な
っ
た
住

宅
が
増
え
た
こ
と
も

そ
の
一
つ
で
あ
る
。

「
風
極
の
地
」
と
称

さ
れ
る
当
町
だ
け
に

風
が
吹
く
た
び
に
被

害
を
心
配
し
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
今
後

も
増
加
の
一
途
を
た

ど
る
も
の
と
思
う
。

①
町
行
政
に
お
い
て

調
査
・
指
導
等
は

②
過
去
の
被
害
の
実

態
・
程
度
は

③
過
去
に
代
執
行
を

な
さ
れ
た
経
緯
が
あ

る
と
思
う
が
順
当
に

処
理
し
た
の
か
。

答

町
民
生
活
課
長

①
定
期
的
な
調
査
は

現
在
行
っ
て
い
な
い
。

自
治
会
等
か
ら
地
域

に
被
害
が
懸
念
さ
れ

る
空
き
家
等
の
情
報

で
現
地
調
査
し
、
そ

の
所
有
者
や
連
絡
先

等
を
調
査
し
て
、
現

状
を
改
善
す
る
よ
う

指
導
と
い
っ
た
流
れ

で
空
き
家
対
策
を
行
っ

て
い
る
。

②
空
き
家
に
よ
る
周

辺
地
域
へ
の
主
だ
っ

た
被
害
は
今
の
と
こ

ろ
発
生
し
て
い
な
い
。

③
平
成
20
年
12
月
、

港
湾
敷
地
内
の
民
間

事
業
者
の
建
造
物
を

町
が
代
執
行
で
解
体

し
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
双
方
合
意

の
も
と
、
実
施
さ
れ

た
も
の
で
順
当
に
処

理
さ
れ
た
も
の
と
考

え
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
件
は
、
明

確
な
相
手
方
が
あ
り
、

合
意
に
基
づ
い
て
行

わ
れ
た
事
か
ら
、
一

般
的
な
空
き
家
対
策

と
は
事
情
が
異
な
る
。

空
き
家
対
策
で
い
う

代
執
行
と
は
、
改
善

命
令
に
従
わ
な
い
所

有
者
に
代
わ
り
建
物

の
解
体
等
を
行
い
、

そ
の
費
用
を
所
有
者

に
請
求
す
る
も
の
。

率
直
な
と
こ
ろ
、
そ

の
費
用
を
回
収
で
き

な
い
ケ
ー
ス
が
ほ
と

ん
ど
。
こ
う
し
た
事

情
を
考
え
、
被
害
の

未
然
防
止
に
最
大
限

努
め
な
が
ら
慎
重
に

空
き
家
対
策
を
進
め

た
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ２６・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

＜3＞

一般質問は、議員にとって、住民から重大な関心と期待
を持たれる大事な議員活動の場です。町政全般にわたって執

行機関に疑問点をただし、所信の表明を求め、議員自らの政

策提言を行い政治姿勢を明らかにするものです。

鈴木勇高議員

「精通した知識人」による

講演会を検討していきたい

国立公園の指定に向け

講演会の開催を

空き家等の対応を

被害の未然防止のため

慎重に対策を進めたい上野勝廣議員

強
風
に
よ
る
飛
散
が

心
配
さ
れ
る
空
き
家



問

高
松

議
員

小
型
風
力
発
電
は
、
大

型
の
風
力
発
電
よ
り
も
規

制
が
緩
く
、
固
定
買
取
価

格
が
大
幅
に
高
い
こ
と
か

ら
、
全
国
的
に
建
設
が
急

増
し
、
現
在
当
町
で
も
２

基
が
稼
働
し
て
い
る
。

一
方
、
住
宅
地
の
近
く

に
突
然
建
設
さ
れ
る
な
ど
、

近
隣
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル

も
発
生
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
風
力
発
電
適
地
と
い

わ
れ
る
道
内
日
本
海
側
で

は
、
多
く
の
市
町
村
が
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
て

い
る
。

当
町
で
も
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
早
急
に
作
成
す
る
べ

き
で
は
。

答

企
画
課
長

平
成
28
・
29
年
度
に
役

場
に
も
企
業
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
が
多
数
あ
り
、
事

業
の
実
施
に
際
し
て
は
、

近
隣
住
民
に
事
業
の
説
明

や
同
意
を
得
て
進
め
て
ほ

し
い
と
お
願
い
し
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
今
年
４
月

か
ら
20
kW
未
満
の
小
型
風

力
発
電
の
固
定
買
取
価
格

が
１
kW
55
円
か
ら
20
円
に

変
更
さ
れ
た
た
め
、
今
後

新
た
な
設
置
申
請
は
な
く

な
る
と
の
見
方
が
大
勢
で
、

町
内
で
も
４
月
か
ら
新
規

の
問
い
合
わ
せ
は
ほ
と
ん

ど
な
い
状
況
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
施
行

前
に
す
で
に
設
置
ま
た
は

設
置
申
請
が
認
め
ら
れ
た

も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の

適
用
が
難
し
く
、
新
た
な

設
置
申
請
が
ほ
と
ん
ど
な

く
な
る
と
想
定
さ
れ
る
中

で
こ
れ
か
ら
策
定
さ
れ
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
ど
の
程

度
有
効
か
は
不
透
明
な
部

分
は
あ
る
が
、
地
域
住
民

と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
す

る
と
い
う
観
点
か
ら
、
住

民
説
明
の
手
順
や
事
業
完

了
後
の
撤
去
等
を
主
眼
と

し
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策

定
を
早
急
に
検
討
し
た
い
。

問

高
松

議
員

ま
ず
、
百
人
浜
駐
車
場

か
ら
悲
恋
沼
を
通
り
キ
ャ

ン
プ
場
へ
抜
け
る
遊
歩
道

が
あ
る
が
、
駐
車
場
側
の

入
口
に
は
無
造
作
に
ロ
ー

プ
が
張
ら
れ
、
立
入
禁
止

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
観
光
客
が
増
加
し
て
く

る
な
か
、｢

こ
う
い
う
理

由
で
立
入
禁
止
に
な
っ
て

お
り
、
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん｣

く
ら
い
の
看
板
を
設
置
す

る
配
慮
が
あ
っ
て
も
い
い

の
で
は
な
い
か
。

も
う
一
点
、
駐
車
場
か

ら
百
人
浜
へ
抜
け
る
遊
歩

道
が
あ
る
。
一
部
、
倒
れ

た
木
柵
が
そ
の
ま
ま
の
状

態
で
放
置
さ
れ
、
長
期
間
、

誰
も
片
付
け
整
理
す
る
人

が
い
な
い
。
訪
れ
た
方
を

失
望
さ
せ
、
え
り
も
町
の

観
光
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン

に
も
つ
な
が
る
の
で
、
定

期
的
に
見
回
り
整
理
す
る

体
制
を
つ
く
る
必
要
が
あ

る
。こ

れ
ら
の
対
応
に
つ
い

て
町
の
考
え
を
伺
う
と
と

も
に
、
こ
れ
ら
地
区
の
維

持
管
理
は
だ
れ
が
担
う
の

か
、
整
備
計
画
が
あ
る
の

か
。

答

産
業
振
興
課
長

悲
恋
沼
脇
の
遊
歩
道
は
、

完
成
後
17
年
が
経
過
し
、

老
朽
化
が
著
し
く
危
険
な

状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
閉

鎖
し
て
い
る
が
、
今
後
、

部
分
的
な
修
繕
で
対
応
す

る
か
な
ど
検
討
し
た
い
。

利
用
で
き
な
い
旨
の
看

板
に
つ
い
て
は
早
急
に
設

置
す
る
。

駐
車
場
か
ら
百
人
浜
へ

降
り
て
い
く
遊
歩
道
の
木

柵
に
つ
い
て
は
、
え
り
も

治
山
事
業
所
が
維
持
管
理

お
よ
び
整
備
を
行
う
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。

木
柵
な
ど
が
倒
れ
て
い

る
と
観
光
地
の
景
観
と
し

て
良
い
も
の
で
は
な
い
の

で
、
町
と
し
て
も
治
山
事

業
所
と
連
絡
体
制
の
強
化

を
図
る
な
ど
の
対
策
を
考

え
て
い
く
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ２６・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

＜4＞

高松亮裕議員

小型風力発電に関するガイドラインの作成を

トラブル回避の観点から早急に検討したい

関係機関と連携し早急に対応する

百人浜地区の環境整備を

本
町
地
区
の

小
型
風
力
発
電
施
設

倒
れ
た
ま
ま

放
置
さ
れ
る
木
柵



問

大
坂

議
員

「
ふ
れ
あ
い
の
森
公
園
」

い
わ
ゆ
る
旧
し
ゃ
く
な
げ

公
園
は
、
昔
の
面
影
も
な

く
、
草
む
ら
か
ら
ツ
ツ
ジ

の
花
が
咲
い
て
い
る
も
の

の
親
し
ま
れ
る
環
境
に
な
っ

て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

今
後
、
一
部
整
地
し
て

か
ら
高
齢
者
や
各
団
体
へ

呼
び
か
け
を
し
て
花
壇
を

作
っ
て
み
て
は
い
か
が
か
。

ま
た
、
委
託
で
は
ど
の

よ
う
な
管
理
に
な
っ
て
い

る
の
か
。
一
部
フ
ェ
ン
ス

が
倒
れ
て
い
る
が
、
確
認

さ
れ
て
い
る
の
か
。

答

産
業
振
興
課
長

「
ふ
れ
あ
い
の
森
公
園
」

は
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
事

務
所
、
管
理
棟
を
住
宅
と

し
、
地
域
の
ふ
れ
あ
い
の

場
と
な
る
公
園
敷
地
と
し

て
、
ひ
だ
か
南
森
林
組
合

に
貸
与
し
て
い
る
。

ま
た
、
園
内
の
「
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
・
ツ
ツ
ジ
の
管
理
」

「
園
地
内
の
草
刈
り
及
び

清
掃
等
環
境
美
化
」
「
見

学
者
の
事
故
防
止
と
指
導
」

な
ど
を
、
同
組
合
に
管
理

委
託
し
て
い
る
。

園
内
の
荒
れ
た
状
態
に

つ
い
て
は
、
訪
れ
た
方
が

少
し
で
も
楽
し
め
る
よ
う

な
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
、

委
託
内
容
に
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
森

林
組
合
と
協
議
し
て
改
善

を
図
り
た
い
。

２
点
目
の
管
理
に
つ
い

て
は
、
森
林
組
合
に
貸
与

し
て
い
な
い
部
分
に
つ
い

て
は
、
町
が
管
理
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

フ
ェ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、

昭
和
50
年
の
開
園
当
初
の

も
の
と
考
え
ら
れ
、
当
時

は
入
園
料
を
徴
収
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
な
ど
の
盗
難

防
止
の
た
め
に
公
園
全
体

を
囲
っ
て
い
た
も
の
で
あ

る
が
、
老
朽
化
が
著
し
い

こ
と
か
ら
順
次
撤
去
予
定

で
い
る
。

問

大
坂

議
員

近
年
、
ド
ロ
ー
ン
に
つ

い
て
は
色
々
な
目
的
で
利

用
さ
れ
て
い
る
が
、

①
こ
れ
ま
で
に
、
ど
の
よ

う
な
撮
影
に
何
回
利
用
さ

れ
、
映
像
は
何
に
活
用
し

た
の
か
、
ま
た
、
今
年
の

撮
影
予
定
は
あ
る
の
か
。

②
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
に
つ

い
て
は
、
す
ぐ
に
飛
ば
そ

う
と
思
っ
て
も
困
難
が
あ

る
か
と
思
う
。

ま
た
、
経
験
が
必
要
と

思
う
が
講
習
会
へ
の
参
加

や
技
能
証
明
書
の
交
付
を

何
人
受
け
て
い
る
の
か
。

③
当
町
の
ド
ロ
ー
ン
は
ど

れ
位
の
距
離
を
何
分
位
撮

影
す
る
事
が
出
来
る
の
か
。

答

産
業
振
興
課
長

町
が
所
有
し
て
い
る
ド

ロ
ー
ン
は
、
平
成
27
年
度

に
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金

を
活
用
し
て
購
入
し
て
お

り
、
主
に
航
空
撮
影
用
の

小
型
ド
ロ
ー
ン
で
あ
る
。

①
今
ま
で
に
「
え
り
も
岬
」

「
豊
似
湖
」
「
し
ゃ
く
な

げ
公
園
」
「
百
人
浜
」
な

ど
を
20
回
程
度
撮
影
し
、

そ
の
映
像
は
、
町
の
観
光

用
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
ア
ッ

プ
ロ
ー
ド
し
て
い
る
。

ま
た
、
今
年
の
撮
影
予

定
は
「
え
り
も
岬
」
「
豊

似
湖
」
「
庶
野
さ
く
ら
公

園
」
を
予
定
。
「
庶
野
さ

く
ら
公
園
」
は
、
桜
の
時

期
は
終
わ
っ
て
い
る
が
、

空
撮
画
像
を
元
に
公
園
管

理
（
樹
木
管
理
）
に
活
用

す
る
予
定
で
あ
る
。

②
操
作
講
習
会
は
、
受
講

料
が
高
額
で
参
加
し
て
い

な
い
。
ま
た
、
技
能
認
証

に
つ
い
て
も
技
能
講
習
会

を
受
講
し
て
い
な
い
事
か

ら
受
け
た
職
員
は
い
な
い
。

③
飛
行
可
能
時
間
は
約
20

分
、
飛
行
可
能
距
離
は
２

㎞
、
飛
行
可
能
高
度
は
１

５
０
ｍ
で
あ
る
。
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ふれあいの森公園の整備を

老朽化したフェンスは順次撤去予定
大坂庄吉議員

ドローンの活用方法は

観光・公園管理に活用

様
々
な
分
野
で
の
活
用
が

期
待
さ
れ
る
ド
ロ
ー
ン

現
在
の
ふ
れ
あ
い
の
森

公
園
入
口



問

石
川

議
員

今
月
末
に
ス
ー
パ
ー
が

一
店
舗
閉
店
と
な
り
生
協

え
り
も
店
に
買
い
物
客
が

集
中
す
る
事
が
予
想
さ
れ

る
。
既
存
の
駐
車
場
は
暗

い
う
え
に
ス
ペ
ー
ス
も
狭

く
、
今
で
も
駐
車
出
来
な

い
事
が
多
い
。
他
の
駐
車

場
は
遠
く
に
あ
り
高
齢
化

も
進
む
中
で
購
入
品
を
運

ぶ
事
は
非
常
に
困
難
に
な
っ

て
い
る
。
買
い
物
に
不
便

が
な
い
よ
う
に
近
く
に
駐

車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
荷
物
の

積
込
み
時
だ
け
は
駐
車
を

許
す
と
い
う
事
は
出
来
な

い
か
。
商
店
街
近
代
化
に

深
く
関
わ
っ
た
町
と
し
て

何
ら
か
の
対
応
を
取
る
べ

き
と
思
う
が
。

答

町
民
生
活
課
長

生
協
前
や
信
金
前
な
ど

の
国
道
一
帯
に
は
、
駐
車

禁
止
の
道
路
標
識
が
つ
け

ら
れ
、
道
路
交
通
法
上
、

駐
車
で
き
な
い
場
所
と
な
っ

て
い
る
が
、
駐
車
す
る
車

が
後
を
絶
た
な
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。
何
年
か
前

に
は
、
生
協
前
に
駐
車
し

て
い
る
車
の
陰
か
ら
、
子

供
が
飛
出
し
、
あ
わ
や
大

惨
事
と
な
る
事
件
も
発
生
。

結
論
と
し
て
は
、
こ
う

い
っ
た
事
故
対
策
や
安
全

対
策
上
か
ら
考
え
た
と
き
、

駐
車
禁
止
の
解
除
は
で
き

な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

警
察
が
、
時
間
あ
る
ご

と
に
付
近
一
帯
を
パ
ト
ロ
ー

ル
し
、
違
法
駐
車
に
対
し

街
頭
指
導
を
す
る
が
、
残

念
な
が
ら
根
本
的
な
解
決

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

こ
う
し
た
状
況
の
打
開

を
図
る
た
め
、
本
年
３
月
、

役
場
に
関
係
機
関
が
参
集

し
、
生
協
前
や
信
金
前
の

違
法
駐
車
に
対
す
る
検
討

会
を
開
催
し
た
。
参
加
者

は
商
工
会
、
本
町
商
店
街

組
合
、
漁
協
、
農
協
、
生

協
、
信
金
と
い
っ
た
各
事

業
所
の
方
々
と
、
浦
河
警

察
署
か
ら
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
参
加
。

会
議
結
果
は
、
１
回
の

会
合
だ
け
で
解
決
に
つ
な

が
る
妙
案
は
み
つ
か
ら
な

か
っ
た
が
、
様
々
な
情
報

交
換
や
意
見
交
換
が
で
き

た
事
は
大
変
意
義
が
あ
っ

た
。駐

車
場
の
問
題
や
、
町

民
へ
の
啓
発
方
法
の
工
夫

な
ど
の
課
題
も
浮
き
彫
り

に
な
り
、
町
と
し
て
は
、

今
後
も
こ
の
会
議
を
継
続

し
、
よ
り
よ
い
方
向
性
を

見
出
し
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

問

石
川

議
員

え
り
も
町
内
の
移
動
手

段
は
、
そ
の
大
半
を
自
家

用
車
に
頼
っ
て
い
る
現
状

で
、
高
齢
者
の
運
転
事
故

が
増
加
と
の
報
道
も
さ
れ

て
い
る
。

今
後
運
転
免
許
の
自
主

返
納
な
ど
も
増
加
す
る
と

思
わ
れ
、
高
齢
者
だ
け
の

世
帯
で
は
通
院
や
買
物
の

手
段
が
な
く
な
る
事
に
な

る
。各

地
で
こ
の
問
題
を
解

決
す
る
為
に
様
々
な
取
組

み
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

え
り
も
町
は
集
落
が
散
在

し
、
更
に
難
し
い
対
応
が

必
要
と
な
る
と
考
え
ら
れ
、

今
か
ら
自
治
会
や
当
事
者

を
含
め
た
研
究
会
等
を
立

上
げ
る
べ
き
で
と
思
う
が

見
解
は
。

答

企
画
課
長

運
転
免
許
の
自
主
返
納

等
で
今
後
自
家
用
車
が
使

え
な
く
な
る
高
齢
者
を
は

じ
め
「
移
動
制
約
者
」
の

足
の
確
保
が
町
に
と
っ
て

放
置
で
き
な
い
重
要
課
題

で
あ
る
。

現
在
、
町
内
で
は
、
公

共
交
通
機
関
と
し
て
Ｊ
Ｒ

北
海
道
バ
ス
と
タ
ク
シ
ー

が
存
在
し
て
い
る
が
、
利

便
性
が
高
い
と
は
い
え
な

い
。
ま
た
、
百
人
浜
の
高

齢
者
セ
ン
タ
ー
へ
運
行
し

て
い
る
福
祉
バ
ス
も
、
複

合
施
設
の
建
設
後
の
運
行

を
ど
う
す
る
か
、
今
後
検

討
が
必
要
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
、
利
用
者
の

要
望
に
応
え
る
よ
う
な
新

た
な
交
通
網
整
備
の
在
り

方
、
ま
た
、
町
外
へ
の
バ

ス
路
線
を
確
保
す
る
た
め

の
方
策
等
、
町
の
基
本
的

な
方
向
性
を
示
す
必
要
が

あ
る
。

研
究
会
の
立
上
げ
等
、

今
後
の
協
議
の
進
め
方
も

含
め
、
各
地
の
事
例
や
制

度
の
調
査
検
討
か
ら
、
早

急
に
取
り
組
み
た
い
。
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新たな交通網整備の在り方に

ついて早急に取り組む

町内の交通網整備を

生協前の国道駐車禁止解除を

安全対策上認められない
石川昭彦議員

路上駐車で混雑する生協前

利
用
者
の
減
少
が
続
く

Ｊ
Ｒ
北
海
道
バ
ス
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平成30年度議会報告会「議員と語る会」を開催

２つの団体から多くの意見・要望が寄せ
られましたが、議会としては次の４点を
重点事項として町に要望いたしました。

１ 複合施設について
・若者から高齢者までが利用できる器

具を備えたジムを設置してほしい。

２ 空き家対策について
・強風などにより、近隣に被害を及ぼ

す可能性のある空き家があるので町
で対策をしてほしい。

・今後も空き家が増加することが予想
されるので、町で実態調査をするな
ど対応を検討してほしい。

３ 婚活事業について
・これまでの実施方法を検証して、ど

のような方法がよいか各方面の意見
を聞きながら、今後も継続してほし
い。

４ シカの駆除について
・マナーを守らないハンターが見受け

られる。事故が起きてからでは遅い
ので、町から関係団体に対して指導
の徹底をしてほしい。

◎重点的な意見・要望

５月９日 福祉センター中会議室で行われた

えりも町女性団体連絡協議会との議員と語る会

活発な意見が多数でて今後も開催していきたい

とのことでした。

５月２２日 福祉センター老人室で行われた

えりも町青年団体連盟との議員と語る会

若者ならではの斬新な意見を聞くことが

できました。

今回で６回目を迎えた「議員と語る会」は、これまでの地区別での開催を休止し、

初めて女性団体連絡協議会・青年団体連盟と実施しました。きたんのないご意見等

をいただき、充実した報告会となりました。ご参加いただいた皆様には感謝を申し

上げます。来年以降も、他団体との意見交換も視野にいれながら、よりよい報告会

となるよう努めていきたいと思いますので、皆様のご参加をお待ちしております。
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苫前町「風力発電事業」
平成３０年７月２日、苫前町役場にて風力発電事業の視察研修を行いました。苫前町内の風力発電所は、

２か所に３つの風力発電所があり、１つ目は、町運営の苫前夕陽ヶ丘風力発電所（総発電出力２，２００kw・

事業対象面積 約３．９７ha）、２つ目は、民間運営のユーラス苫前グリーンヒルウィンドファーム（総発

電出力２０，０００kw・事業対象面積 ３００ha 町営牧場用地内）、３つ目は、民間運営の苫前ウィンビ

ラ発電所（総発電出力３０，６００kw・事業対象面積 ３００ha 町営牧場用地内）で、３つの総発電量は

４２基で５２，８００kw。総事業費は、約１２７億円でありました。

また、送電線の容量が増やせず、平成１２年以降、新たな風車が建設できない状況が続いているとの事で

した。

苫前町は、日本海沿岸特有の「強風」を有効な資源としてとらえるなか、風力発電事業を大きな”まちづ

くり事業”の一環として位置付け、積極的に取り組んでおります。町運営の施設で発電した電力は、風車の

ライトアップや周辺の公共施設への消費電力として活用し、余剰電力は電力会社に売電している。

問題点としては、航空障害灯の設置義務（６０ｍ以上規制あり）、バードストライク・雷による故障や設

置場所の考慮（崖に近い場所は下から吹き上げる風のため適さない）などがあげられる。

心配されていた漁業への影響は、今のところ問題はないとのことでした。

えりも町も強風地域で、民間風力発電の建設計画があるが、当町においては送電線や道路が整備がされて

おらず、大きな課題となることを改めて知らされました。今後に向けて有意義な視察であったと思います。

民
間
運
営

「
上
平
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
」

苫
前
町
役
場
に
て
風
力
発
電

事
業
の
説
明
を
受
け
る

町
運
営

「
夕
陽
ヶ
丘
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム

・
風
来
望
」
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大
坂

庄
吉

議
員

平
成
30
年
度
「
北
海
道
町
村
議

会
議
員
研
修
会
」
が
７
月
３
日
、

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
全
道
１
４

４
町
村
か
ら
議
員
・
事
務
局
関
係

者
約
１
５
０
０
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
歴
史
家
・
作
家
と

し
て
活
躍
中
の
加
来

耕
三
氏
が

「
明
治
維
新
か
ら
１
５
０
年

現

在
そ
し
て
未
来
を
考
え
る
」
と
題

し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

今
、
歴
史
上
の
人
物
が
テ
レ
ビ

で
ド
ラ
マ
化
さ
れ
て
い
る
が
、
幕

末
の
名
君
の
一
人
で
あ
る
外
様
大

名
、
島
津

斉
彬
が
活
躍
し
た
話

は
、
実
際
と
は
、
か
け
離
れ
て
い

る
内
容
だ
と
、
ユ
ー
モ
ア
に
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
未
来
に
向
か
う
た
め
に

は
、
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
、
歴
史

は
ど
う
だ
っ
た
の
か
、
裏
付
け
が

な
さ
れ
た
の
か
、
何
の
た
め
に
人

は
生
き
て
い
る
の
か
、
冷
静
に
物

を
見
る
力
、
過
去
を
振
り
返
り
見

る
力
が
重
要
だ
と
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

続
い
て
、
日
本
大
学
法
学
部

岩

井

奉
信
氏
が
「
現
代
日
本
政
治
と

政
局
の
ゆ
く
え
」
と
題
し
て
講
演
さ

れ
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
株
価
変
動
が
、
日
本

経
済
に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き
く
、
強

い
経
済
政
策
を
推
し
進
め
る
リ
ー
ダ
ー

が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ

う
な
総
理
が
よ
い
の
か
予
想
し
な
が

ら
熱
弁
さ
れ
ま
し
た
。

と
て
も
内
容
の
深
い
有
意
義
な
講

演
で
あ
り
、
こ
れ
を
糧
に
、
今
後
の

議
会
活
動
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

札幌コンベンションセンターでの

北海道町村議会 議員研修会

石狩市厚田「厚田港朝市」

平成３０年７月４日、午前１０時札幌のホテルを出発し、約１時間ほどで厚田漁港に到着しました。

前日の大雨警報が解除されたものの、時折雨が降るあいにくの天気で、４～５名のお客さんしかいませ

んでしたが、漁港隣りの広場に各水産会社の１坪ほどの屋台がコの字型に２０軒ほど並び、タコ、ムラサ

キウニ、おひょう、ホタテなどの海産物が売られていました。

４月～１０月中旬まで毎日、営業時間は午前７時～午後２

時くらいまでで、５月と６月には月１回、浜値より２割引き

になる「厚田港さかなデー」も開催され、大勢のお客さんで

賑わうそうです。

滞在時間も短く、詳しい内容を聞くことはできませんでし

たが、えりも町でも４月の｢うに祭り｣や１０月の｢海と山の

幸フェスティバル｣などで、新鮮なえりもの魚介類を格安で

販売し、多くのお客さんに喜んでもらえる機会が得られれば、

よりいっそう町民の利益にも繋げていけるのではないかと思

いました。 多くの来場者でにぎわう「厚田漁港さかなデー」



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ２６・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

総務文教常任委員会 委員長 渡部泰

副委員長 笹谷廣喜 委員 川村一治

鈴木勇高 本維応

産業民生常任委員会 委員長 大坂庄吉

副委員長 平野正男 委員 上野勝廣

石川昭彦 高松亮裕

議長 成田一人

調査日 平成３０年５月２５日（金）

庶野放課後児童クラブについて

庶野小学校の余裕教室を改修し、本年４月から開設している庶野放課

後児童クラブには、５月23日現在で16名の児童が登録されているとの

ことであるが、保護者が仕事などのため不在となっている家庭から、そ

の子供たちを預かる施設であるので、職員・指導員においては、施設内

での事故や怪我のないよう子供たちの見守りには十分注意を払い、安全

確保に努めていただきたい。また、今後として、担当者からも説明があ

ったが、施設利用をしている子供たちの学習面をサポートできるよう、

退職された教員等の人材を活用するなど、運用面の充実も検討願いたい。

庶野小学校トイレ等改修工事について

庶野小学校では、現在、新校舎側のトイレ１か所を児童と教職員で使用しており、数が少なく不便である

ことから、この解消を図るため、古くなり使用していない旧校舎側のトイレを簡易水洗便器に取り替える改

修を行う旨、現地において担当課から説明を受けた。予定されている改修工事では、新設される便器の数が

既存の数より減っているが、休み時間などに子供たちの使用が集中することや学校行事などで保護者や地域

住民の使用も考えられることから、今後の児童数の推移を考慮しながら改修内容について学校側と協議のう

え、再度、検討願いたい。なお、本工事については、子供たちが安心して快適に過ごすことができる環境整

備を提供していくためにも早急な完成を望むものであるが、施工に当たっては、子供たちの安全に配慮しな

がら事故のないよう十分に注意願いたい。

<10>

整備された庶野放課後児童クラブ

苫別３号橋架換工事について

平成15年に建設された苫別３号橋は、主要集落を連結する町道歌別・苫別線に架かる鋼製の橋で、地域

産業である草地や森林管理のために利用されている。

道路管理者に義務付けられた橋梁点検を実施したところ、主桁の腐食や変形、橋台のひび割れが確認さ

れ、各部材の損傷状況を考慮すると予防的な修繕計画が困難であることから、安全性の確保のために工事

を行った旨、担当課から説明を受けた。本工事は、鋼製の橋をボックスカルバートに変更し、護岸のすり

つけや道路の一部を舗装するものであり、おおむね適正に施工されていたことを確認することができたが、

近年多発する大雨のような自然災害時に道路機能を保つなど、町民の暮

らしにおける安全・安心を確保することが重要な課題であることから、

今後として、維持管理の徹底に努められたい。また、町内における橋梁

については、点検や修繕、架換工事を計画的に進め、事故等につながる

損傷を早期に発見するとともに、生活や一般交通に支障を及ぼさないよ

う橋梁を最適な状態に保ち、道路の安全性・信頼性の確保に努めていた

だきたい。 完成した苫別３号橋



６
月
23
日

午
前
11
時
に
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
集
合
し
、
数
台
の
バ
ス
に

分
乗
し
て
東
洋
生
活
館
へ
移

動
。
油
駒
神
社
、
守
人
を
経

由
し
て
東
洋
漁
港
ま
で
。

途
中
、
守
人
で
意
外
と
大

き
い
短
角
牛
を
見
な
が
ら
、

コ
ロ
ッ
ケ
を
御
馳
走
に
な
り
、

総
勢
１
０
０
名
ほ
ど
で
歩
い

た
。快

晴
・
微
風
、
え
り
も
岬

周
辺
の
気
候
と
し
て
は
、
希

に
み
る
最
高
の
条
件
。

午
後
５
時
か
ら
は
、
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
交
流
会
。

12
人
ず
つ
12
テ
ー
ブ
ル
に

分
か
れ
、
時
鮭
の
刺
身
・
銀

聖
の
焼
き
魚
・
灯
台
つ
ぶ
の

み
そ
お
で
ん
・
ま
す
汁
等
々
、

テ
ー
ブ
ル
い
っ
ぱ
い
の
え
り

も
の
幸
を
囲
ん
で
ビ
ー
ル
で

乾
杯
。

ス
タ
ッ
フ
は
１
テ
ー
ブ
ル

に
２
名
座
っ
て
く
だ
さ
い
と

の
こ
と
で
席
に
つ
く
。

せ
っ
か
く
来
て
く
れ
た
の

だ
か
ら
と
料
理
や
ビ
ー
ル
を

運
び
、
隣
の
人
と
話
す
う
ち
、

な
ん
と
、
こ
の
テ
ー
ブ
ル
の

メ
ン
バ
ー
は
、
翌
日
私
が
リ
ー

ダ
ー
を
務
め
る
猿
留
山
道
コ
ー

ス
第
２
班
の
参
加
者
の
方
々

だ
と
わ
か
っ
た
。

ア
ル
コ
ー
ル
の
お
か
げ
も

あ
り
、
す
っ
か
り
意
気
投
合

し
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
、

翌
日
の
再
会
を
誓
っ
て
家
路

に
つ
く
。

６
月
24
日

午
前
７
時
半
に
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ
集
合
し
、
旧
肉
牛
牧

場
へ
移
動
。
猿
留
山
道
コ
ー

ス
、
大
観
望
コ
ー
ス
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
50
名
ほ
ど
が

参
加
。

猿
留
山
道
コ
ー
ス
は
４
班

に
分
か
れ
、
第
２
班(

約
10

名)

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
前

日
の
方
々
と
再
会
し
、
準
備

運
動
の
後
、
出
発
。

う
す
曇
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

に
は
暑
く
も
な
く
寒
く
も
な

く
ち
ょ
う
ど
よ
い
。

し
ば
ら
く
は
林
道
を
歩
く
。

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
道
い
っ

ぱ
い
に
広
が
る
泥
の
水
た
ま

り
が
あ
り
、
近
く
に
あ
っ
た

丸
太
の
切
株
を
足
場
に
し
よ

う
と
水
た
ま
り
の
端
に
お
い

て
渡
ろ
う
と
足
を
置
く
。

そ
の
瞬
間
、
切
株
が
傾
き
、

背
中
か
ら
泥
の
な
か
に
バ
ッ

シ
ャ
ー
ン
。
何
人
も
の
方
が

｢

こ
れ
で
拭
い
て｣

と
タ
オ
ル

を
差
し
出
し
て
く
れ
る
。

緊
張
が
ほ
ぐ
れ
、
参
加
者

と
の
距
離
が
一
気
に
縮
ま
り
、

親
近
感
が
わ
く
。

２
時
間
半
ほ
ど
歩
き
、
小

休
止
。
予
定
よ
り
遅
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
、
お
に
ぎ
り

と
唐
揚
の
昼
食
を
早
め
に
と

り
、
早
々
に
出
発
。

川
幅
５
～
６
ｍ
の
ガ
ロ
ウ

の
川
は
思
っ
た
よ
り
水
量
が

多
く
、
安
全
に
渡
る
た
め
丸

太
を
置
い
た
り
、
ロ
ー
プ
を

張
っ
た
り
、
男
性
陣
の
活
躍

で
全
員
無
事
に
渡
り
き
る
。

片
側
が
急
斜
面
の
狭
い
道

を
慎
重
に
歩
き
、
沼
見
峠
に

到
着
。
参
加
者
の
表
情
も
緩

み
、
眼
下
の
豊
似
湖
を
バ
ッ

ク
に
盛
ん
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
っ
て
ひ
と
と
き
を
楽
し
む
。

終
盤
は
、
長
い
は
し
ご
を

降
り
る
箇
所
が
２
箇
所
。

普
段
は
歩
き
慣
れ
て
い
る

参
加
者
も
、
は
し
ご
を
降
り

る
と
い
う
機
会
が
あ
ま
り
な

い
せ
い
か
、
恐
る
恐
る
ゆ
っ

く
り
と
降
り
る
。

６
時
間
に
わ
た
る
15
㎞
の

コ
ー
ス
も
一
人
の
脱
落
者
も

な
く
終
点
の
カ
ル
シ
コ
タ
ン

に
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
、
ハ
イ
タ
ッ

チ
で
喜
び
合
う
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
戻
り
、

解
散
式
後
、
参
加
者
ご
と
バ

ス
で
帰
路
に
つ
く
。

来
年
開
催
の
恵
庭
フ
ッ
ト

パ
ス
で
の
再
会
を
誓
っ
て
。

慎
重
に
は
し
ご
を
降
り
る
参
加

者
と
サ
ポ
ー
ト
す
る
ス
タ
ッ
フ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ２６・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第
27
回

全
道
フ
ッ
ト
パ
ス
in
え
り
も

天
候
に
も
恵
ま
れ
参
加
者
満
足
の
声

<11>

交流会で談笑する参加者

（福祉センターにて）



え
り
も
岬
小
学
校

事
務
職
員

か
ま
だ

す
み
お

鎌
田

澄
夫
さ
ん

Ｑ

経
歴
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ

生
ま
れ
は
隣
町
の
広
尾
町
。

両
親
は
当
時
、
漁
業
を
営
ん
で

お
り
三
人
兄
弟
の
長
男
で
す
。

小
学
校
三
年
生
か
ら
柔
道
を

始
め
て
、
高
校
は
、
旭
川
大
学

付
属
高
校
に
行
き
ま
し
た
。

Ｑ

現
役
選
手
時
代
の
思
い
出

は
。

Ａ

や
っ
ぱ
り
試
合
で
勝
っ
た

時
の
事
は
覚
え
て
い
ま
す
。
自

分
は
78
㎏
級
で
す
が
全
道
大
会

で
準
優
勝
し
た
時
は
、
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
全
国
大
会
で
は
、
後

に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル

を
取
っ
た
古
賀
選
手
と
対
戦
し

た
事
も
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ

い
い
思
い
出
で
す
ね
。
古

賀
選
手
は
強
か
っ
た
で
す
か
。

Ａ

は
い
。
自
分
で
は
全
く
歯

が
立
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。

Ｑ

広
尾
町
で
は
当
時
柔
道
が

盛
ん
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す

が
。

Ａ

中
学
校
は
十
勝
管
内
で
は

強
豪
校
で
、
先
輩
に
は
現
日
本

相
撲
協
会
理
事
長
の
元
横
綱
北

勝
海
関

保
志
さ
ん
も
い
て
、

今
で
も
親
交
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ

30
年
以
上
、
子
供
達
の
指

導
を
続
け
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

何
か
注
意
し
て
い
る
こ
と
は
。

Ａ

練
習
は
厳
し
い
と
思
い
ま

す
。
試
合
で
勝
た
せ
て
あ
げ
た

い
の
は
、
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

そ
れ
以
上
に
柔
道
は
、
あ
る
意

味
危
険
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
怪

我
を
さ
せ
な
い
た
め
に
、
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ

時
間
が
出
来
た
ら
、
何
を

し
た
い
で
す
か
。

Ａ

今
は
全
く
や
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
好
き
な
魚
釣
り
や
温
泉

巡
り
も
し
た
い
で
す
。

Ｑ

来
月
に
は
二
度
目
の
全
国

大
会
出
場
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

え
り
も
の
子
供
達
を
こ
れ
か
ら

も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ

え
り
も
の
子
供
達
は
、
良

く
手
伝
い
を
し
て
い
る
せ
い
か
、

体
も
強
く
素
直
で
練
習
も
頑
張

り
ま
す
。
練
習
す
る
場
所
も
色
々

変
わ
っ
た
り
す
る
の
で
保
護
者

の
方
々
に
は
、
と
て
も
苦
労
を

お
か
け
し
て
い
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
方
に
応
援
し
て
も
ら
っ
て

い
る
事
に
、
い
つ
も
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

お
忙
し
い
中
、
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

え
り
も
町
全
地
区
で
の
昆
布

漁
が
解
禁
に
な
り
ま
し
た
が
、

全
国
的
に
み
て
も
、
今
年
の
天

候
不
順
は
一
体
ど
う
し
た
こ
と

だ
ろ
う
。
多
数
の
死
者
が
で
た

大
雨
に
よ
る
大
災
害
、
そ
の
後

の
異
常
な
高
温
。
炎
天
下
で
の

懸
命
な
復
旧
作
業
に
は
、
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
も
各

地
か
ら
集
ま
っ
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
我
々
の
想
像
を
絶
す
る

労
働
に
暑
さ
が
加
わ
り
、
倒
れ

る
人
も
少
な
く
な
い
。
１
日
も

早
く
元
の
生
活
に
戻
れ
ま
す
よ

う
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

当
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
昆

布
漁
も
こ
れ
か
ら
の
天
候
に
期

待
し
、
昨
年
を
上
回
る
水
揚
げ

が
で
き
ま
す
よ
う
祈
念
し
て
お

り
ま
す
。
皆
様
、
健
康
に
は
十

分
気
を
付
け
て
、
こ
の
夏
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。
（
川
村
）
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坂
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本

維
応

今
回
の
「
こ
の
人
に
聞
く
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５月１６日 ワクワク森林づくり植樹祭

広報広聴常任委員会

５月２０日 えりも町消防訓練大会

５月２５日
二常任委員会合同所

管事務調査

６月１４日 戦没者追悼式

６月１５日 議会運営委員会

６月１６日 広報広聴常任委員会

６月２２日
全員協議会

第１回定例会

６月２６日 日高東部消防組合臨時会

６月３０日 札幌えりも会

７月 ２日 道内視察研修

～４日 全道議員研修会

７月１７日 広報広聴常任委員会

議会の動き
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